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はじめに
　今日多くの子どもたちや思春期以降の青年たちが教育上の問題を抱えてお
り，その実態は，今後減少するよりむしろ深刻化すると見うけられる。特別
な事情で生ずる問題ではなく，誰にでも生ずる可能性のある範囲内の問題が
増加したり複雑化しているということは，教育環境が決して正常ではないこ
とと，その上その下地をこしらえている社会を問わなければならないことを
意味している。急ぎ考えることは，学校は学校教育の中でこれら不適応を起
こす子どもや青年に，どのような対応をしているかということである。教科
目指導に的をしぼってきた教育が，そのあり方と包容力のある教育の営み方
を本気で考える時にきていることを提案したい。そしてこの問題は幼稚園や
保育所に始まり，小学校・中学校・高等学校そして大学まですべてに及んで
問いカ・けられなければならない。
1　教育現場の心理学的取り組みの現状
　子どもや青年たちが抱える教育上の問題に学校がどのように取り組んでい
るか，その現状は勿論十分ではなく，実態も多様である。義務教育期間であ
る小学校や中学校では，主に公立の教育相談室が中心になって日常的な相談
活動を行なっている。しかしそこでは，多くの相談時問を消化する人材とし
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て，現職の教師がこの役目を引き受けていることが目立つ。
　相談つまりカウンセリングは，学校教育の中でも次第に特に訓練を受けた
者の仕事であると認識されつつある。教師が教育者としての知識や技能に加
えて，カウンセラーを目ざしての訓練や勉強を体験していなかったとしたら，
教師カウンセラーが教育相談室でこの役割に当たるのは，非常に大変なこと
である。自信の有無だけではなく，教育学的アプローチと心理学的アプロー
チをあいまいにしないでこなしていくという意味である。どちらも子どもた
ちを人問的に援助していく人間関係ではあるが，その接近の仕方，接点のと
らえ方に教育の専門家とカウンセラーの間に相互の独自性があり，ひとりの
人間が2役を消化することの重さを問題視しているわけである。この現実の
裏側には慢性的な人材不足があり，それは同時に子どもたちが問題を抱えた
ときに，早期に相談にのってもらえない量的不足の問題にもつながる，学校
心理学の基本的課題である。
　義務教育であるかの如き高い進学率で子どもたちを受け入れる高等学校に
関しては，人間の心身ともに最も多感な時期の教室であることを考えても，
課題は大きい。カウンセリングルームをすでに活動させているところや，保
健室を実質上の窓口にして，その奥に相談コーナーを用意して人知れずやっ
てこられるように配慮しているところなど，青年期の子どもたちの相談の潜
在的要求に対する認識は高い。しかし対応しきれないままになっている学校
の方が多く，今後の要望は高まる一方である。
　さて，生活全面にわたって親への依存度の高い幼児の場合はどうであろう
か。人問の成長発達段階において，常に個々人の状態に応じた関わりは不可
欠であるから，心理的配慮は幼児にもまた親にも必要になってくる。幼児の
不適応症状はどちらかというと捕らえやすいことが多く，安易に見えて保育
者だけにまかされる傾向がある。幼児の理解が深く親にきちんと助言のでき
るスクールカウンセラーはここでも大いに必要である。
　最後に大学の場合であるが，さらに深刻である。日本の教育が肝心のとこ
ろで，学ぶ目的を受験とそのための競争に置いたという心理社会的背景は，
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学生が自らの人生をどのように生きるか方向をさぐり，そのための基本の一
歩を踏み出すのを，大いに混乱させている。長い受験を主軸にした学校生活
の後に大学に入学したものの，自分の考えをはっきり打ち出すための内面の
資料が不足していて，迷ったり探す気力が涌かないまま，夢にまで見た学生
生活の時問を空しく失っていく例は少なくない。アルバイトだけが社会勉強
だと考えるほど経験範囲が狭い上に，社会は非常に複雑化していて大学はそ
の全容を伝えることはとてもできないとなれば，当然悩む学生が続出してく
る。それらがいきなり転部・転科あるいは転学となって現われ，退学や海外
脱出も含めて，自分の方針を独りで決めかねる学生の姿が浮き彫りにされて
くる。大学には，保健管理センター・学生相談室（所）・カウンセリングセ
ンター（室）などの相談機関を持つところが多い。当然のことながら相談が
実動しなければ意昧がない。
　本題から外れるかもしれないが，多くの問題を抱えて自らの不適応行動に
苦しみながらも，自分から相談に訪れる体質を余り持たない現代の若者気質
を思うとき，大学に設置される“学校心理学”の具体的な場面づくりはどう
あったらよいのか，いくつか試みている設計図を別途に報告したいと考えて
いるQ
1　心障学級におけるサイコロジストとしての
　　実践（15年）からの考察
　（i）目　的
　本報告は昭和40年代，まだ「学校心理学」の概念が日本ではほとんど取り
上げられていなかった時代に，東京都東村山市の地域ケアーに関する研究の
中に生まれたひとつの発想に端を発する。何年もの歳月にわたる試行錯誤を
　　　　　スク　ルサイコロジスト経る中で，「学校心理学」とまさに等しく重なりあう役割を持ったサイコロ
ジストのポストを，学校教育現場（小学校心身障害児学級）に位置づけたこ
とを重視すると同時に評価して，その15年の経過を振り返って考察すること
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を目的にするものである。
　（ii）サイコロジストが心障学級に位置づけられた経緯
　昭和40年代後半に，東京都東村山市において心身障害児の療育を目的にし
た「東京都東村山市地域ケアー実行委員会」が結成され，障害児のためにサー
ピスを提供し得る社会資源の組織づくりと，特にそれら関係機関相互の「連
携チームづくり」のために意欲的な研究が行われた。海外の精神医学及び心
理学の臨床分野に精通し，特にアメリカの進んだ地域ケアーの実態を日本に
意欲的に紹介してきた精神科医高橋彰彦氏※は，この委員会を発足させ，さ
らに研究・調査の全面推進役を引き受けた。　（※日本社会事業大学）
　昭和48年度・49年度に高橋彰彦氏がまとめた研究報告書（委員会内発刊物）
によれば，地域ケアー計画を進めるにあたり，地域において産まれ育つ心身
障害児とその家族の基本的二一ドをもとに，次の3ポイントを計画具体化の
柱としたことが明らかにされている：
　その1一心障児の生活に対するサービス
　その2一医療や機能訓練など専門技術的サービス
　その3一教育に関するサービス
　さて，特に上記その3，教育に関するサービスが具体化していく中で，サ
イコロジストが心障学級に位置づけられたことを次に説明したい。
　昭和50年高橋彰彦氏が東村山福祉園々長（初代）に就任する際に，東村山
市立八坂小学校心障学級及び市立教育相談室顧問役を筆者（中谷）が引継い
だ。同時に「教育心理学」の分野の人間配置を心障学級に顧問役として行な
うという起案が，当時の教育委員会によって行われ，書類化されたのである。
一般的に市役所内の人事は短期間に配置替えになることは周知のことである。
そのために，新しい試みが継続されていくためには努力が必要になってくる。
幸いなことに起案が書類化された時期に学務科で仕事をした係長レベルの人
々が，この地域ケアーの意義を十分に理解し特に教育的サービスについて意
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欲的に取り組んだこと，さらにその後も引続き理解者であったことがこの計
画を実現させたエネルギーになっていると解釈している。
　地域ケアーの委員会が結成されて，その結果関係者の認識が高まり，この
地域では心身障害児のために他の地域より抜きんでた幾つかのレベルの高い
サービスが実現されて現在に及んでいることを評価したい。
　（1の　サイコロジストとして実践した役割とその内容について
サイコロジストとして，学校およびその地域の中で15年間にわたり果して
きた役割とその内容の一覧を示す
昭和50年～　　　市立教育相談室
　昭和51年～54年　市立S小学校心障学級
　昭和52年～　　　幼児相談室開室とともに専門相談員となる（地域ケアー
　　　　　　　　の一環）
　昭和53年～　　　市立A小学校心障学級
　昭和55年～　　　就学相談員となる
　昭和62年夏　　　市内全心障学級サイコロジストによる心障教育懇談会が
　　　　　　　　開かれ連合体制がとられる
　　　　　　　　　　　　　依　頼　状　　　　3東教学学発第9号
　　白鴎大学　　　　　　　　　　　　　　　　　平成3年4月1日
　　　中谷　陽子　殿　　　　　　東村山市教育委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　教育長　田　中　重義
　心障学級の言語・心理等の指導に関する依頼について
　　日頃より、市教育行政につきましては、ご指導、ご協力を賜わりまし
　て、厚く御礼申し上げます。
　　さて、下記のとおり、東村山市立小学校心障学級の担任及び児童、保
護者に対する言語・心理について、引き続きご指導を賜わりたく、ご依
　頼申し上げます。
　　ご多忙のところ、誠に恐縮ではございますが、なにとぞよろしくお願
　い申し上げます。
　　　　　　　　　　　記
　　1　学　級　　小学校心障学級（　A　小学校）
　　2　期　間　　平成3年4月から平成4年3月まで
　　3内容　言語・心理等の助言、指導
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　次にサイコロジストとして果たした役割とその内容について，④◎㊦と角
度を変えて整理をすると次のようになる。
　④．チームワーク
　　サイコロジストが学校教育に関わっていくに当って，活動の鍵はチーム
　ワークにある。子どもが学校・家庭・地域社会で関わる人との連携は，不
　可欠である一主な相手には，学級の担任教師・校長や教頭・交流学級が
　ある場合の普通学級の教師・親・教育委員会・地域ケアーの他の機関（相
談室や課外のスポーツクラブ）・学童保育などがある。こうしたチームワ
　ークを通してメリットの追及，つまり学校心理学が学校教育に加わったこ
　とによって，どのような利益が生じてきたかを，サイコロジストばかりで
　なく，各々の立場にいる人たちもきちんと知ることである。
◎．援助
　　サイコロジストが誰とどのように組んで，いかなる援助が出来ているの
　か，個々の援助の内容を具体的に示す：
　〈親へ＞個人的相談やグループカウンセリング，新入生の親への助言，長
　い休みを前にして家庭教育に役立つ具体的アドバイスなど。親との関わり
　で得た資料は，教師への助言の中に反映されていく。
　〈子どもへ〉自由あそび。心障児であるためカウンセリングはできないが，
　たっぷりある休み時問に一緒に遊び，子どもの心をとらえる。他は心理検
　査の実施。1年生～6年生の問に，知能テストや発達検査を行ない，教師
　の子ども理解・評価・新プログラム作成のために利用してもらう。
　〈担任教師へ＞子どもを全般にわたって理解するために，時問を多くとっ
　て話し合う。特に心障教育未経験の教師，新任教師，介助員，音楽や図工
　など重要な表現の世界を担当する専科の非常勤教師などとは自由に討議す
　る機会を多くし，皆が同じ目的を持って学級に関わる調整をする。
　教材研究も頻繁に行われる。子どもの能力や特別な凹凸を心理学的に分
析しながら，興味の涌く教材を探したり作成する手伝いをする。
　〈校長・教頭へ＞心障児をより深く理解してもらうために，普段の生活を
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テーマにおしゃべりをする。また心障児と親の強い要望である普通学級と
の交流学習がどこまで可能か，検討の資料になる話題を多く取り上げる努
力をする。
〈普通学級の教師＞心障児が交流学習している時は，必ず話し合う。また
最近増加している普通学級内で不適応を起こす子どもについて，教師の苦
労や教育上の困難な点を取りあげ援助する。特にこのような不適応児を抱
えての学級経営に対して，無理解な一部父母からの圧力の中で教育にあた
る教師の精神的バックアップも，必要な場合には考慮する。
〈療育に加わる医師らへ＞精神科医・内科医・整形外科医・ことばの治療
士などから，子どもの個別援助のための助言をもらう。さらに学級集団へ
のアドバイスをもらい，これらを担任教師と共に検討する。
㊦．通常学級活動以外に参加する活動
〈宿泊訓練＞春季または秋季に1～2泊で実施される都下・近県に出かけ
る旅行に同行して，子どもたちの生活全面を24時間のサイクルで経験する。
直後にきく親たちの反応も参考になる。
〈普通学級の教師の研修＞心障児や普通学級内の不適応児について，学校
全体が理解ある教育活動を行なうために，教育現場で大いに参考になるよ
うな研修を計画する。
〈就学相談〉当東村山市では年間を通じて，特に心身の遅れや不適応を持
った子どもの就学や進級について，地域の教育サービス機関が連携を保っ
て検討を続けている。例年夏季に大規模な就学相談を実施し，情報を持ち
寄り，親の意見を十分に取り入れて，年度末までに就学（小・中学校へ）
の方針を得るという，他教育地域よりぬきんでた努力を続けている。サイ
コロジストとしてもそれに参画している。
〈地域ケァーの役割分担として＞求められる場合には，幼児（心身の発達
上問題のある）の就園時の判定，障害児保育をする保育者への助言援助，
幼児相談室（昭和52年～）や教育相談室との交流を分担する。
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　（iv〉まとめ
　本研究は心身障害児学級に配置されたサイコロジストの15年間にわたる実
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スク　ルサイコロジスト践を分析して，現在教育界で課題としている「学校心理士」のあり方につい
て提言するものである。筆者は通常大学に籍を置いて，教育心理学・（一般）
心理学・障害児の教育などの講義をする立場にあるため，東京都東村山市心
障学級においては非常勤務者である。その身分もスクールサイコロジストで
はなく，サイコロジストとして助言・指導にあたるというものである。しか
し，その目的はまさにスクールサイコロジストの持つ役割であったと認識し
ている。
　現在東村山市内の心障学級及び情緒障害児学級にはすべて，サイコロジス
トが配置され，各々に援助活動が行われており，昭和62年にはその連合体制
づくりが試みられたことは前に記した通りである。欧米の進んだ地域ケアー
やスクールサイコロジストの実際を吸収してきた学識者にリードされて，市
内に地域ケアーの組織づくりが誕生したこと，そこからの要望も加わって，
市の教育委員会が時代を素早くとらえ具体的に活動に乗り出した努力が統合
されて，筆者が経験した如くの教育現場が展開されてきたわけである。
　反省であり今後の課題となる者は多々あるわけで，整理すると次のように
なる：
・一般の学級とちがって心身障害児学級に関わるサイコロジストの専門性は
　どうあったらよいのか。筆者が経験してきた養成課題はインフォーマルの
　ものであるが，この点については別の機会に報告したい（参照：文献⑤）。
・高橋彰彦氏が顧問として在任した時期から含めて，この役割とその制度を
　立案した教育委員会が，その仕事内容に方向づけが出来なかったことは，
　今後の課題として残したい。現在教育制度の中にスクールサイコロジスト
　が位置づけられるように要求されていることを，教育委員会がどのように
　受けとめ，自分の地域にすでにその試みがなされてきたことの意義を認識
　してほしい。
・一般的に教育委員会のメンバーは次々と交代するわけで，こうした自治体
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組織構成メンバーの非継続性が新しい取り組みへもたらすマイナス面を認
識し，内部の申し送りの安定化に努力してほしい。
皿　実践から得た展望
　日本の子どもたちが学校教育をうける月日は，幼児期から青年期に及ぶ大
変長い時間である。また義務教育ではない幼児期の教育や高等学校以上の教
育への就学率は上昇する一方である。こうした現状はひとつ間違えば，多く
の子ども達の進路を狭くし，どの子どもにも同一のものを求めることになり
やすい。教育の目標はひとりひとりの子どもが自己実現にむけて，より多く
の可能性を得るということであるならば，教育は多様な対応の可能性を秘め
ていなければならない。
　このような役割を持つ学校が，今「学校心理学」を本気で考え始めたので
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スクロルサイコロジストある。その具体的な担い手は学校カウンセラーまたは学校心理士と呼ばれる
ものである。筆者は小学校心障学級に籍をおいて，サイコロジストとしての
役割づくりを模索する上で15年の実践は実りあるもの（個人的に）であった
し，そこから学校心理士がどのような役割を持つものであるかをとりあえず
描く（一般的に）ところまで歩むことができた。それは次の三つのポイント
である：
　（i）　相談活動を積極的に行なう
　（ii）教育に関わりのある人々を間接的に援助していく
　（iii）子どもたちの自立のために，学校と地域社会の間に立って調整をす
　　　　る
　以上のような教育事情と社会の要求をうけて，日本教育心理学会は目下，
欧米型の学校心理学を参考にして制度化を検討中であり，その実現を日本中
の学校が期待をこめて注目している。制度化された新しい役割が各々の学校
（幼稚園から大学まで）の中で十分に活用されるかどうかについては，深い
視点から検討しなければならない。欧米型のスクールサイコロジストの活動
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のしかたをそのまま日本版として導入するのではなく，各学校が立地してい
る地域の特徴やその学校が各々持っている二一ドを汲みとれるサイコロジス
　　　　　　　　　　　　　　　　スク　ルサイコロンストトの動きが徐々に一般化され，やがて学校心理士全体がめざす目的に統合さ
れて行くことが望まれる。
　スクロルサイコロジスト
　学校心理士制度化の過程は，養成のプログラムをも含むものであるが，本
当に教員の資質に恵まれた人物に養成のチャンスが選ばれ，いままでの学校
教育の欠落していた部分がそうした力のある専門家によって充実したものに
変わっていくことを期待したい。
　最後に，15年の間いつも貴重な助言を送り続けて下さった日本社会事業大
学高橋彰彦先生と，顧問としてのポストを与えて下さった東京都東村山市教
育委員会，心障学級の先生方に心からの感謝を申し上げたい。
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